
トップページ > 関連事業への参加 > イベント情報 > COP10会議参加者に贈る絵とメッセージ

子どもたちの絵とメッセージを添えたCOP10コップを
　会議参加者に使用していただきました！

COP10会議参加者に贈る絵とメッセージ

ペットボトルや使い捨てコップなどの飲料容器の利用を極力減らすため、COP10会

議参加者全員に、子どもたちの絵とメッセージが飾られたCOP10コップ（繰り返し使

えるタンブラー）を配布しました。

COP10コップを受け取った会議参加者からは、お礼のメッセージが届けられました。

COP10コップとは？

COP10会場では、環境配慮の観点から、ペットボ

トルや使い捨てコップなどの飲料容器の利用を極

力減らすため、COP10会議参加者全員にCOP10

コップ（繰り返し使えるタンブラー）をコングレス・バッ

グに入れて配布しました。参加者の皆さんにはコー

ヒー購入用のマイカップとして、また会場内に設置さ

れたウォーターサーバー用の飲料容器として使用

していただきました。

このCOP10コップの中空層には、会議参加者に対

するおもてなしと広報・啓発のための媒体として、また、COP10会場に入場できない子どもたちの

COP10への参加方策の一つとして、子どもたちに書いてもらった絵とメッセージが飾られました。



COP10会議参加者に贈る絵とメッセージ

生物多様性条約の目的である「生物多様性の保全と持続可能な利用」は、次代を担う子どもたち

のために解決せねばならない人類共通の課題であるという理念のもと、COP10が子どもたちの未

来のための会議であることを子どもたちに理解してもらうため、また、いのちを大切にする子ども一

人ひとりの思いを世界各国の代表者たちへ伝えるため、「地球上のかけがえのない生命を大切に

する思い」を込めた絵とメッセージを小・中学生から募集しました。

7月上旬から10月24日（日）までの募集により、愛知・名古屋を中心に全国から7,533枚の作品

が寄せられました。これらの絵とメッセージは、COP10ボランティアの手によってCOP10コップに

挿し込まれ、会議参加者に手渡されました。

会議参加者からのお礼のメッセージ

生物多様性条約事務局によると、このような取り

組みはCOPの歴史で初めてのことで、閣僚級会

合ではアーメド・ジョグラフ 生物多様性条約事務

局長から、子どもたちのため生物多様性保全は

予断を許さないことが子どもたちの絵とメッセー

ジを引用して訴えられました。

10月29日の閉会日には、生物多様性条約事務

局の呼びかけにより会議参加者から174通のお

礼のメッセージ（PDF形式 1.71MB）が届けられ

ました。また後日、生物多様性条約事務局長からお礼の手紙（PDF形式 120KB）が届くとともに、

生物多様性条約事務局のホームページに絵を描いてくれた子どもたち（本人の承諾を得られた方

のみ）の氏名が感謝の言葉とともに掲載されました。

PDFファイルを表示・印刷するにはAdobe Readerが必要です。
Adobe Readerはアドビシステムズ社のホームページから、無償でダウンロード
できます。 お使いのコンピュータにインストールされていない方は、左のボタンよ
りダウンロード後、PDFファイルをご覧ください。
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「参加ふれあい － 木づかいでCOP10 －」開催！

「参加ふれあい－木づかいでCOP10－」は、私たち一人ひとりの生活が生物多様性を通して世界

とつながっていることを学び、今できることについて考えるものです。

COP10に向け「2010年COP10木づかい組」を結成し、間伐体験や勉強会を開催しました。また、

間伐体験で伐り出した間伐材を使って会議備品を作成し、会議参加者におもてなしの気持ちを伝え

ました。

平成21年度：親子など27組61名

平成22年度：親子など33組90名

参加ふれあい －木づかいでCOP10－

木づかい組生徒

木づかい組担任・COP10博士

担任　鉄崎　幹人（てつざき　みきひと）

【アウトドアタレント　名古屋市水辺研究会・会員

 東海自然学園・川の学校講師】

1964年生まれ　名古屋出身

自然をこよなく愛する、名古屋唯一のアウトドア派タレント。

ＴＶ、ラジオなどの出演の他、自然や生きものをテーマにした講演やコンサート、自然

観察会のガイドや、アウトドア教室のコーディネーターもつとめる。

2010年名古屋で開催されるCOP10のなごや生物多様性アドバイザー。



行事の様子

COP10博士　香坂　玲（こうさか　りょう）

【名古屋市立大学准教授 】

静岡県生まれ　東京大学農学部卒

ハンガリーの中東欧地域環境センター勤務後、英国で修士、ドイツ・フライブルク大

学の環境森林学部で博士号取得。 2006年からカナダ・モントリオールの国連環境

計画生物多様性条約事務局の 勤務を経て、2008年4月より現職の名古屋市立大

学大学院経済学研究科附属経済研究所の准教授 （環境経済学、環境マネジメント

担当）。

COP10支援実行委員会アドバイザー。

国連大学高等研究所客員研究員を兼務し、里山の評価などに参画。

講師　山本　敏晴（やまもと　としはる）

【NPO法人 宇宙船地球号 事務局長　医師・医学博士・写真家】

1965年生まれ、仙台市出身。

数々の国際協力団体に所属し、40カ国以上でプロジェクトを実施。元「国境なき医師団」日本理

事、JICA国内研修の講師。「本当に意味のある国際協力」を求めて現在も活動中。後輩の育成の

ために尽力し、プロとして発展途上国の開発を行う、「国際協力師」という新しい職業を提唱。一

方、「持続可能な社会／世界」の実現のために、日本でできる国際協力／社会貢献の形も提案し

ており、企業の社会的責任（CSR）の推進、および、賢い消費者の育成などの啓発活動も行う。



日時

場所

日時

場所

2か所に分かれて、専門家指導のもと間伐作業を行いました。間伐体験の他にも丸太切り競争や

自然の恵みを感じる昼食を通して、生物の重要性を体感しました。

【豊田会場】

平成21年10月31日（土）

豊田市怒田沢（愛知県有林）

【加子母会場】

平成21年11月14日（土）

岐阜県中津川市加子母（中津川市有林）

（2）間伐体験



日時

場所

間伐体験で伐り出した木材を活用して、会議備品を製作しました。また、世界中から集まるCOP10

参加者におもてなしの気持ちを伝えるため、参加者へのメッセージや生物多様性とCOP10への思

いをプレートに描き、製作したベンチにつけました。

平成22年3月6日（日）

あいち海上の森センター（瀬戸市）

（3）木工教室

日時

場所

2010年COP10木づかい組担任　鉄崎幹人氏の進行により昨年度の活動実績の振り返りを通じ

てCOP10の概要、森林整備の大切さなどを学んだ後、「世界と私たちをつなげる授業」として、山

本 敏晴 氏（NPO法人宇宙船地球号事務局長/医師）を講師に迎え、ツバルの子どもが描いた「い

ちばん大切なものの絵」から、世界の子どもたちが直面する環境問題と日本の関係を学び、一人

ひとりにできることを考えました。

引き続き、「ぼくとわたしのメッセージ作成会」を開催し、国名等表示プレート台座の裏面に、バーニ

ングアートにより生物多様性やCOP10参加者へのメッセージを書き込み、議長机に貼りつけるプ

レートには、いきもの・自然の絵や生物多様性へのメッセージを絵具で書き込みました。

平成22年8月22日（日）

電気文化会館　イベントホール（名古屋市中区）

（4）勉強会2・メッセージ作成会



日時

場所

代表者

COP-MOP5開会式で、「2010年COP10木づかい組」の活動内容と日本の伝統的な森林管理法

である間伐の説明をスライドで行った後、代表の子どもからジョグラフCBD事務局長、鹿野農林水

産大臣へ手渡しする贈呈式を開催しました。

平成22年10月11日（月・祝）　11：00～

名古屋国際会議場　センチュリーホール（名古屋市熱田区）

4名

（5）贈呈式

写真提供：日本政府



会議終了後、作製した会議備品は、2010年木づかい組の参加者、愛・地球博記念公園、エコパ

ルなごや、愛知県内の小中学校などに贈呈しました。

（6）作製した会議備品

（1）COP10本体会議議長席等の机 18基

（2）国別等表示プレート及び台座 約1,400セット

（3）ベンチ 40基

（4）国際自治体会議プレート及び台座 250セット

写真提供：日本政府 写真提供：日本政府

写真提供：日本政府



日時

場所

「2010年COP10木づかい組」の全員が一致団結するために結団式を開催し、COP10支援実行

委員会事務局長より団旗が代表の親子に手渡されました。

結団式の後に勉強会を開催し、1時間目は担任による身近な昆虫や植物を例に、映像を交えて楽

しく生物多様性について学びました。2時間目は、COP10博士を議長に「外国の昆虫の持込み禁

止」の是非を議論する模擬COP10を開催。議論することの難しさを体験しました。

平成21年10月25日（日）

名古屋国際会議場（133-134会議室及び会議場）（名古屋市熱田区）

（1）結団式・勉強会
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COP10あいち・なごや「絵画・写真コンテスト」

絵画・写真コンテスト



受賞作品

日本国内の小学生・中学生・高校生・大学生・専門学校生を対象とした「絵画の部」の応募作品

975点のうち、入賞作品21点をご紹介します。

COP10支援実行委員会では、絵画写生や写真撮影を通じて、

より多くの人々に身近な自然や生き物の素晴らしさに気づいて

いただくとともに、生物多様性やCOP10への関心を高めていた

だくため、COP10あいち・なごや「絵画・写真コンテスト」を開催し

ました。

テーマを「大切にしたい、残していきたい自然」とし、将来に残し

たいと思うような、日本各地に生息する生き物の姿や、豊かな自

然などを表現した作品を募集し、絵画975点、写真693点の合

計1,668点の応募をいただきました。

（国際生物多様性年オープニング記念「絵画・写真コンテス

ト」（平成21年10月～12月実施）についてはこちらをご覧くださ

い。）

絵画の部　入賞作品はこちら

写真の部　入賞作品はこちら

主催 生物多様性条約第10回締約国会議支援実行委員会

共催 読売新聞社

後援 愛知県教育委員会、名古屋市教育委員会

募集期間 平成22年6月29日（火）～9月8日（水）

審査員

〈委員長〉 日本野鳥の会会長 柳生博 氏
〈委員〉 洋画家、日本芸術院会員 島田章三 氏

日本画家、日本芸術院会員 上村淳之 氏
写真家、日本自然科学写真家協会会長 海野和男 氏
写真家、世界環境写真家協会会長 天野尚 氏
画家、タレント 城戸真亜子 氏
名古屋市立大学大学院准教授、COP10支援実行委員会アドバイザー 香坂玲 氏
COP10支援実行委員会事務局長 小林寛司 氏
読売新聞東京本社執行役員中部支社長 井川隆明 氏

絵画の部

グランプリ 愛知県知事賞



相良 岳

特別賞



犬塚 結理

田中 玲伊

鈴木 千尋

読売新聞社賞

竹内 真理奈

審査員特別賞

尾﨑 宗海

入選



年齢制限なし、国籍・プロ・アマチュア不問の「写真の部」の応募作品693点のうち、入賞作品22点

をご紹介します。

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

入選番号 名前

1 稲垣 藤丸

2 谷井 楽也

3 新木 薫

4 松本 春香

5 冨安 洸加

6 神田 葵野

7 大橋 弘明

8 福井 杜

入選番号 名前

9 竹内 梨花子

10 広田 和也

11 森田 亘亮

12 磯村 祐斗

13 渡辺 大祐

14 芝原 將人

15 武藤 ひかり

  

写真の部

グランプリ 愛知県知事賞



羽田 正昭

特別賞



河原 信子

辻 久和

仲川 孝



読売新聞社賞

種岡 益孝

審査員特別賞

飯田 能之

入選

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

入選番号 名前

1 川松 徹

2 北 栄作

3 櫻井 尚子

4 加藤 俊男

5 石川 賢一

6 森田 健二

7 金森 良

8 水島 脩行

入選番号 名前

9 高橋 美千代

10 武田 敏久

11 高橋 洋

12 箕浦 留美子

13 勝田 定夫

14 堤 悠貴

15 五十嵐 茂雄
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国際生物多様性年オープニング記念「絵画・写真コンテスト」

絵画・写真コンテスト

2010年は国連が定める「国際生物多様性年」です。COP10支

援実行委員会ではこの幕開けを記念し、国際生物多様性年

オープニング記念「絵画・写真コンテスト」を実施しました。

テーマを「身近な自然の再発見」とし、COP10が開催される愛知

県とその隣接県（三重県・岐阜県・長野県・静岡県）の自然や生

き物、風景、自然と共生した人の営みなど、この地域の自然が

織りなす魅力を再発見できるような作品を募集しました。

※作品募集は締め切りました。たくさんのご応募ありがとうございまし

た。

絵画の部　受賞作品はこちら

写真の部　受賞作品はこちら

【作家・C.W.ニコル・アファンの森財団理事長 】

1940年英国南ウェールズ生まれ。カナダやエチオピアなど世界各地で環境保護

活動を行う。空手の修行のため来日。1980年から長野県に居を定め、荒れ果て

た里山を購入。1995年に日本国籍を取得。2002年に財団法人「C.W.ニコル・

アファンの森財団」を設立。全国各地での講演活動や著書多数。2005年に英国

エリザベス女王陛下より名誉大英勲章を賜る。

審査委員長　　C.W.ニコル氏

審査委員

（絵画） 洋画家・東京藝術大学名誉教授 中根寛氏

愛知県立芸術大学教授 白木彰氏

（写真） 全日本写真連盟会長 田沼武能氏

アサヒカメラ編集長 奥田明久氏

（共通） COP10支援実行委員会事務局長 小林寛司氏

朝日新聞名古屋本社編集局長 田中英也氏



受賞作品

日本国内の小学生・中学生・高校生・専門学校生・大学生を対象とした「絵画の部」では、総勢282

点の応募があり、厳正な審査の結果、以下の作品が受賞しました。

日　時

場　所

講　師

絵画・写真教室の様子

「絵画・写真コンテスト」のスタートプログラムとして、愛・地球博記念公園で絵画・写真教室を開催

し、60名以上の参加がありました。専門家が基礎知識や表現方法などをわかりやすく講義した

後、実際に屋外に出て身近な自然や生きものの写生・撮影を行いました。

平成21年10月10日（土）

愛・地球博記念公園「花の広場休憩所工作室」及び同公園内（愛知郡長久手町）

（絵画）愛知県立芸術大学美術学部教授　白木彰氏

（写真）全日本写真連盟中部本部委員　垣内博氏　

絵画の部

グランプリ COP10支援実行委員会会長賞

川角 大和

準グランプリ



名古屋市長賞

大友　綾奈

名古屋商工会議所会長賞

松田　剛

中部経済連合会会長賞

伊藤　樹生



絵画の部：入賞作品一覧（PDF形式 1.47MB） ※別ウインドウで開きます。

年齢制限なし、国籍・プロ・アマチュア不問の「写真の部」では、総勢598点の応募があり、厳正な

審査の結果、以下の作品が受賞しました。

審査員特別賞

永田　心

朝日新聞社賞

臼井　武瑠

アサヒビール賞

二宮　佳代

入選

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

入選番号 名前

1 横山　朋代

2 花木　真理子

3 東　泰広

4 澤井　凜華

5 鬼頭　佑実

入選番号 名前

6 川合　空

7 佐渡　泰至

8 近田　梨華

9 大作　小夏

10 山口　莉々夏

写真の部

グランプリ COP10支援実行委員会会長賞



野田　圭子

準グランプリ



名古屋市長賞

長谷川　裕壽

名古屋商工会議所会長賞

伊藤　孝司

中部経済連合会会長賞

山本　司



写真の部：入賞作品一覧（PDF形式 970KB） ※別ウインドウで開きます。

審査員特別賞

石黒　宏夫

朝日新聞社賞

谷山　誠四郎

アサヒビール賞

佐藤　政男

入選

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

入選番号 名前

1 森川　美保

2 籠橋　定省

3 野々　美南子

4 高津　照仁

5 諸田　秀男

入選番号 名前

6 林　宗弘

7 伊藤　正義

8

9 杉浦　勝

10 林　浩
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COP10支援実行委員会では、より多くの県民・市民の皆様に身近な自然や生き物に触れていただ

き、また、COP10開催に向けた機運を盛り上げるため、様々な地域で自然観察会を開催する団体

の協力を得て「COP10開催記念自然観察会」を開催しました。

自然観察会の概要

COP10開催記念自然観察会

内容

36団体の延べ591回の自然観察会を「COP10開催記念自然観察会」として
登録しました。登録自然観察会は登録観察会一覧（PDF形式　255KB）（※

別ウインドウで開きます。）をご覧ください。

主催

生物多様性条約第10回締約国会議支援実行委員会

各自然観察会の開催団体

（協力：愛知県自然観察指導員連絡協議会、

あいち自然環境団体・施設連絡協議会）

開催期間

平成21年10月～平成22年10月
　秋の観察会：平成21年10月～11月
　冬の観察会：平成21年12月～平成22年2月
　春の観察会：平成22年3月～5月
　夏の観察会：平成22年6月～8月

　2010年秋の観察会：平成22年9月～10月

pdf/kansatsukai.pdf
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イベントレポート

詳しくはこちら

2011年1月16日（日）、愛知県産業労働センター（ウインク

あいち）において、環境省との共催により、国連生物多様性

の10年記念行事「ポストCOP10フォーラム」を開催しました。

当日は朝から雪というあいにくの天候にもかかわらず、プレイ

ベントや展示などをあわせ延べ2,000名以上の方にご来場

いただきました。

国連生物多様性の10年記念行事「ポストCOP10フォーラム」

詳しくはこちら

当日パンフレットはこちら（PDF形式　15.9MB）※別ウィンドウで開きます。

2010年10月11日（月・祝）～29日（金）、名古屋国際会議

場（COP10会場）に隣接する白鳥地区を舞台に、生物多様

性をテーマとした国際的な発表・交流展示会「生物多様性交

流フェア」を開催しました。

世界中から行政、NGO/ NPO、学術団体、企業など200以

上の団体がブースを出展し、また、100を超えるフォーラム

と、50を超えるステージイベントも実施されました。11万人を

超える方にご参加いただきました。

白鳥屋外展示会
「生物多様性交流フェア － Interactive Fair for Biodiversity －」

pdf/exhibition.pdf


詳しくはこちら

2010年10月9日（土）～29日（金）、愛・地球博記念公園（モ

リコロパーク）において、楽しみながら生物多様性の大切さを

体感していただく「地球いきものEXPO」を開催しました。

NGO／NPO、企業、行政機関などのブース展示、コンサー

ト、「里山体感プログラム」や「ナチュラスロン」をはじめ、さま

ざまなプログラムに6万人を超えるご参加をいただきました。

COP10発表・交流事業「地球いきものEXPO in モリコロパーク」

詳しくはこちら

2010年10月9日（土）～29日（金）、オアシス21において

COP10と生物多様性に関する情報を発信する「COP10情

報発信ステーション」を開催しました。

COP10のライブ中継、コンサートやトークショー、ワークショッ

プなどを実施し、74万人を超える方にご来場いただきまし

た。

COP10情報発信ステーションin オアシス21

詳しくはこちら

報告書はこちら（PDF形式　2.78MB）※別ウィンドウで開きます。

2010年9月4日（土）、5日（日）、名古屋大学（名古屋市千種

区）において、COP10社会と学術の対話フォーラム「生物多

様性を主流に」を開催しました。1日目には550名、2日目に

は400名の方にご来場をいただきました。また、1日目の夜

に開催された交流会には出演者、一般参加者などあわせて

110名の方にご参加をいただきました。

COP10社会と学術の対話フォーラム「生物多様性を主流に」

詳しくはこちら

2010年5月22日（土）～23日（日）、オアシス21（名古屋市

東区）において、国際生物多様性の日・COP10開催半年前

記念行事「記念フェスティバル」を開催しました。2日目はあ

いにくの雨でしたが、たくさんの方にご来場いただきました。

国際生物多様性の日・COP10開催半年前記念行事「記念フェスティバル」

pdf/exhibition.pdf
pdf/exhibition.pdf
pdf/report-gakujutsu.pdf


詳しくはこちら

2010年5月22日（土）、愛知芸術文化センター（名古屋市東

区）において、国際生物多様性の日・COP10開催半年前記

念行事「記念シンポジウム」を開催しました。200名の方にご

来場いただきました。

国際生物多様性の日・COP10開催半年前記念行事「記念シンポジウム」

3月21日（日）～22日（月）、名古屋大学（名古屋市千種区）において開催された「COP10プレ・コ

ンファレンス」へ出展し、パネル展示、リーフレット配布等のPR活動を行いました。

COP10プレ・コンファレンス　新しい生物多様性目標を考える
―生物多様性と生態系サービスの保全にむけて―

2010年3月20日（土）～22日（月）、吹上ホール（名古屋市千種区）において開催された「名古屋

開府400年・なごや食フェスタ2010」へ出展し、パネル展示、リーフレット配布等のPR活動を行い

ました。

なごや食フェスタ2010

2010年3月20日（土）～21日（日）、愛・地球博記念公園（長久手町）において開催された「モリコ

ロパーク春まつり」へ出展し、パネル展示、リーフレット配布等のPR活動を行いました。

モリコロパーク春まつり

2010年3月20日（土）～21日（日）、グランキューブ大阪（大阪府）において開催された「生物多様

性EXPO 2010 in 大阪」に出展し、パネル展示、リーフレット配布等のPR活動を行いました。非常

に多くの方に訪れていただきました。

生物多様性EXPO 2010 in 大阪

詳しくはこちら

2010年3月13日（土）、名豊ビル（豊橋市）において「生物多

様性シンポジウム」を開催し、定員を超える250名もの方に

ご来場いただきました。

生物多様性シンポジウム―未来につながる生物多様性―

2010年2月26日（金）～28日（日）、マリンメッセ福岡（福岡県）において開催された「生物多様性

EXPO 2010 in 福岡」に出展し、パネル展示、リーフレット配布等のPR活動を行いました。

生物多様性EXPO 2010 in 福岡



2009年9月27日（日）、白鳥公園において開催された「熱田区民まつり」へ出展し、パネル展示、

リーフレット配布等のPR活動を行いました。

熱田区民まつり

2009年9月26日（土）～27日（日）、愛・地球博記念公園において開催された「モリコロパーク秋

祭り」へ出展し、パネル展示、リーフレット配布等のPR活動を行いました。

モリコロパーク秋祭り

2009年9月26日（土）、久屋大通公園もちの木広場において開催された「オール立命館校友会

2009プレイベント」へ出展し、パネル展示、リーフレット配布等のPR活動を行いました。

オール立命館校友会2009プレイベント

2009年9月20日（日）、久屋大通公園において開催された「環境デーなごや2009中央行事」へ出

展し、パネル展示、リーフレット配布等のPR活動を行いました。

環境デーなごや2009中央行事

2009年9月17日（木）、中部大学において開催された「中部大学フェア」へ出展し、パネル展示、

リーフレット配布等のPR活動を行いました。

中部大学フェア

2009年9月5日（土）～6日（日）、愛・地球博記念公園において開催された「愛フェス2009」へ出

展し、パネル展示、リーフレット配布等のPR活動を行いました。

愛フェス2009

2009年9月3日（木）～5日（日）、インテックス大阪において開催された「ネキスポ関西2009」へ

出展し、パネル展示等を行いました。

ネキスポ関西2009

2009年8月23日（土）、愛・地球博記念公園において開催された「あいちエコモビリティライフフェ

スティバル」へ出展し、パネル展示、リーフレット配布等のPR活動を行いました。

あいちエコモビリティライフフェスティバル

2009年7月18日（土）～19日（日）、愛・地球博記念公園において開催された「モリコロパークお

誕生会」へ出展し、パネル展示、リーフレット配布等のPR活動を行いました。

モリコロパークお誕生会



詳しくはこちら

2010年1月16日（土）、名鉄ホール（名古屋市中村区）で

「国際生物多様性年オープニング記念行事」を開催しました。

会場ホールには、満員の約900人にご来場いただきました。

国際生物多様性年オープニング記念行事

2009年11月11日（水）～14日（土）、ポートメッセナゴヤにおいて開催された「メッセナゴヤ

2009」へ出展し、パネル展示、リーフレット配布等のPR活動を行いました。

メッセナゴヤ2009

2009年10月24日（土）、愛知県産業労働センターにおいて開催された「第3回人と自然の共生国

際フォーラム」へ出展し、パネル展示、リーフレット配布等のPR活動を行いました。

第3回人と自然の共生国際フォーラム

2009年10月24日（土）、名古屋大学東山キャンパスにおいて開催された「名古屋大学ホームカミ

ングデイ」へ出展し、パネル展示、リーフレット配布等のPR活動を行いました。

名古屋大学ホームカミングデイ

2009年10月20日（火）～21日（木）、愛知県産業労働センターにおいて開催された「愛知・名古

屋商店街まちづくり2009」へ出展し、パネル展示、リーフレット配布等のPR活動を行いました。

愛知・名古屋商店街まちづくり2009

詳しくはこちら

2009年10月12日（月・祝）、名古屋国際会議場（名古屋市

熱田区）において、COP10開催1年前記念行事「生物多様

性フォーラム」を開催しました。約2,500人の方にご来場いた

だきました。

COP10開催1年前記念行事「生物多様性フォーラム」

詳しくはこちら

2009年10月10日（土）～11日（日）、愛・地球博記念公園

（長久手町）において、COP10開催1年前記念行事「生物多

様性フェスティバル」を開催しました。好天にも恵まれ、2万人

近い方にご来場いただきました。

COP10開催1年前記念行事「生物多様性フェスティバル」



詳しくはこちら

2009年5月22日（金）～24日（日）、名古屋市東区のオアシ

ス21において、2009年「国際生物多様性の日」記念イベント

を開催しました。

2009年「国際生物多様性の日」記念イベント

詳しくはこちら

2009年5月22日（金）、名古屋市東区の中電ホールにおい

て、「国際生物多様性の日」記念シンポジウム　―身近な自

然と生物多様性について―を開催しました。

2009年「国際生物多様性の日」記念シンポジウム

2009年3月21日（土）～22日（日）、愛・地球博記念公園において開催された「モリコロパーク春

まつり」へ出展し、パネル展示、リーフレット配布等のPR活動を行いました。

モリコロパーク春まつり

2009年3月20日（金・祝）～21日（土）、栄広場他において開催された「広ブラエコブラ350」へ出

展し、パネル展示、リーフレット配布等のPR活動を行いました。

広ブラエコブラ350

詳しくはこちら

2009年2月10日（火）、岡崎市の愛知県西三河総合庁舎に

おいて、「生物多様性シンポジウム　―西三河における生物

多様性保全―」を開催しました。

生物多様性シンポジウム　―西三河における生物多様性保全―

2009年1月11日（日）、名古屋国際会議場において開催された「ボランティア・市民活動フェスティ

バル」へ出展し、パネル展示、リーフレット配布等のPR活動を行いました。

ボランティア・市民活動フェスティバル



詳しくはこちら

2008年12月23日（火・祝）、豊橋市の駅前文化ホールにお

いて、「生物多様性シンポジウム　―東三河における生物多

様性と農林業―」を開催しました。

生物多様性シンポジウム　―東三河における生物多様性と農林業―

2008年11月15日（土）～16日（日）、海上の森センターにおいて開催された第2回「人と自然の

共生国際フォーラム」へ出展し、パネル展示、リーフレット配布等のPR活動を行いました。

第2回「人と自然の共生国際フォーラム」

2008年11月7日（金）～8日（土）、栄広場・SMBCパーク栄において開催された「商店街まつり

2008」に出展し、パネル展示、リーフレット配布等のPR活動を行いました。

商店街まつり2008

2008年11月3日（月・祝）、瑞穂区在宅サービスセンター・名古屋女子大学において開催された

「わくわくみずほまつり」へ出展し、パネル展示、リーフレット配布等のPR活動を行いました。

わくわくみずほまつり

2008年10月25日（土）、中区役所前公開空地において開催された「みどりの市民ひろば」におい

て、パネル展示、リーフレット配布等のPR活動を行いました。なお、この「緑のまちづくりシンポジウ

ム＆みどりの市民ひろば」は、パートナーシップ事業として登録されています。

緑のまちづくりシンポジウム＆みどりの市民ひろば

2008年10月25日（土）～ 26日（日）、名市大薬学部において開催された「名市大薬学祭」へ出

展し、パネル展示等のPR活動を行いました。

名市大薬学祭

2008年10月19日（日）、愛・地球博記念公園（モリコロパーク）において「農と水の故郷フェア」が

開催されました。COP10支援実行委員会では、大芝生広場の展示会場でパネル展示、リーフレッ

ト配布等のPR活動を行いました。また、フェア会場で実施された「水のかんきょう楽校」の2校3学

級の発表に対して、当委員会事務局の職員が講評を行いました。

農と水の故郷フェア'08



誘致委員会以前のイベントについてはこちら

詳しくはこちら

2008年10月15日（水）、COP10開催2年前イベントの一環

として、東海市役所においてCOP10支援実行委員会主催

「生物多様性シンポジウム　―知多地区における生物多様

性保全―」を開催しました。

生物多様性シンポジウム　―知多地区における生物多様性保全―

2008年9月21日（日）、久屋大通公園久屋広場において開催された「動物フェスティバル」へ出展

し、パネル展示、絵合わせゲーム、リーフレット配布等のPR活動を行いました。

動物フェスティバル

2008年9月12日（金）～14日（日）、名古屋国際会議場にお

いて、プレCOP10と位置付ける第16回アジア太平洋環境会

議（エコアジア2008）が開催されました。COP10支援実行委

員会では、会議場内の展示コーナーにおいてパネル展示を

行ったほか、生物多様性をテーマとしたポスター展を行いま

した。

第16回アジア太平洋環境会議（エコアジア2008）

2008年9月11日（木）～14日（日）、ポートメッセなごやにおいて、メッセナゴヤ2008が開催され

ました。COP10支援実行委員会からもブースを出展し、生物多様性と企業活動の関わりについて

パネル展示を行ったほか、2010年のCOP10のPRを行いました。

メッセナゴヤ2008

2008年9月7日（日）、久屋大通公園において開催された環境デーなごや2008に出展し、パネル

展示を行ないました。さらに、当日は舞台後方にCOP10の誘致をPRする横断幕が張られたほ

か、生物多様性をテーマとした様々なブース出展やステージが行なわれました。

環境デーなごや2008




